



平成 +-年 ++月 ,3日受付平成 +.年 -月 +.日受理
要約 : 循環灌システムを形成している荒川下流長楽用水地区の用排水路における流量と水質および負荷量
の動態について検討したその結果灌期普通期には用水区域内総流入量の約 /*が区域外へ流出してい
た 水質については 平均濃度に関して T-N以外の項目では一部排水路を除いてほぼ農業用水水質基準値内
にあった T-Nは 区域内の幹線排水路において用水の取水口地点より平均濃度が .,1低下し 循環灌
によって窒素濃度が低下していた 次に ha当たり日負荷量差について検討したが CODと SSは区域外
への総流出負荷量が多かったのに対して T-Nは区域外への総流出負荷量が少なかった このことから 循
環灌によって有機物質と浮遊物質については区域外への流出汚濁負荷の影響がみられるが 窒素成分につ
いては区域外への流出汚濁負荷に対する抑制効果があることがわかった
キワド : 循環灌 用排水 農業用水水質基準値 負荷量 ha当たり日負荷量差
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本地区は 西部を都幾川 北部を市野川 東部を荒川に












長楽用水の +323年から +331年まで +330年はデタが
入手不能 の灌期間中の取水実態を灌面積をもとに平
均日水深に換算して示したのが図 ,である これによる





Jour. Agri. Sci., Tokyo Univ. of Agric., .1 (+), ,/-+ (,**,)






































ている なお 中山頭首工は長楽頭首工の南東部約 +./km
の越辺川から ,./*,m-sを取水し さらにここから南東部























のは /月 ,*日頃である 長楽揚水機場は .月末から /月
初旬にかけての期間に試験運転を行い /月 ,*日から本格












水田 の水質基準値との比較を試みるために EC 電気
伝導度 DO 溶存酸素 COD 化学的酸素要求量 T-N
全窒素 SS 浮遊物質 とした 水質分析方法は JIS法
に準拠した
調査は +333年に実施したが 調査回数はひと月に +回
ないしは ,回とした灌期の調査日は .月 ,3日 /月 ,-
日 0月 +-日 0月 ,1日 1月 +2日 1月 -+日 2月 2日
2月 ,2日の計 2回で この他参考として非灌期の +,月
+2日に +回調査を行った











流 Gが八ツ保管末流である また 排水路においては
Hが戸狩排水路流出点 Iが火の詰排水路末流 Jが谷中排
水路末流 Kが松永排水路末流 Lが鳥羽井幹線排水路流
出点である さらに Mが梅ノ木古凍貯水池である 区域
内への流入水としてはAと E 区域外への流出水はHと
Lがそれぞれ該当する
なお 調査前日の日降雨量は .月 ,2日が +.mm 0月




は +..,*m-s 平均値は *.2+,m-sであった これに対し








ECの最小値は +0,. mSm 最大値については ,3
+2*mSmで 特に H地点で最も高い濃度を示した 平均
濃度は ,,/,mSmであったが Eおよび H地点を除い
て他の地点は ,*,2 mSmと農業用水基準値の -* mS
m以下であった
c DO




CODの最小値は *.,/mgl 最大値は -+.mgl 平
均値は +./1..mglで A地点の濃度が最も低かった最
大値では F, I, Kの各地点で +*mgl以上の濃度を示した
また 平均濃度ではH地点の 1mgl以外は +0mglの
範囲にあり 農業用水基準値の 0mglを下回っていた
e T-N
T-Nは用水源としての都幾川の取水口 A で最小 最
大 平均濃度において ,/ mgl 市野川からの補給水





3mgl 平均値は -/mglであった この中で E地点が
最大値で 3 mgl 平均値で / mglと最も高い濃度を示
し 市野川の汚濁が進んでいることを示した
一方排水路においては谷中排水路 Jが最も高い濃度








低下していた 貯水池 M の平均濃度はA地点とほぼ同
じ値であった
f SS
SSは最小値が ,,+mgl 最大値が +.12mgl 平
均値が 1..mglと全体的に農業用水基準値の +**mgl
より低い値を示した なお 排水路の中では鳥羽井幹線排















羽井排水路 L と戸狩排水路 H からの排水を合わせた
日負荷量を用いた そして ha当たり日負荷量差 Ld :
kghad は次式によって算出した
LdLoLiA 
ここで Lo : 総流出日負荷量 kgd
Li : 総流入日負荷量 kgd








したことが影響しているものと考えられる なお 0月 +-










量の方が少なかった そして 区域内への流入水の T-N濃
度がA地点で ,/mgl E地点で -3mglと高かった
ものの 用排水が反復循環灌される間に水田内での
脱窒や植物吸収などによって流出水の濃度が流入水の濃度







れる なお 0月 +-日は区域外への総流出量が少なかった


























るまた 他の排水路でも T-Nは平均で -.mglの範囲
にあった
ところで 全国の水田農業地域での農業用水の平均的な
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Circulating Irrigation Systems and Movement of
Polluted Load in the Ara River Downstream
By
Yoshio NAKAMURA* and Masato MINEGISHI**
(Received November ,3, ,**+/Accepted March +., ,**,)
Summary : The authors investigated the ﬂow, water quality and the movement of polluted load of
canals and a reservoir in the Nagaraku Irrigation Project, Saitama Prefecture. The Nagaraku
Irrigation Project area formed a circulating irrigation system because of instability of the water
resources in the area. The results of the investigation are as follows ; +) Fifty percent of water intake
was discharged from the area. ,) The average of the water quality concentration of EC, DO, COD and
SS on each investigated date conformed to the agricultural water quality standard but the T-N
concentration did not conforme to the standards. -) The water quality concentration of EC, COD and
SS increased but DO and T-N decreased as the water ﬂowed down stream. Especially the T-N
decreased .,1 percent below the concentration of the intake water. It was concluded that the T-N
concentration was puriﬁed by the paddy ﬁelds that supported the circulating irrigation system. .)It
was considered that the daily pollutant di#erentials per hectare of the paddy ﬁeld in the irrigation
area COD and SS are a type of pollution and T-N resulted in a type of puriﬁcation.
Key Words : circulating irrigation system, irrigation and drainage, water quality standards, polluted
load,daily loading di#erentials per hectare
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